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茅野市DX基本構想の位置づけ

当市は、2022年度を「茅野市DX元年」と位置づけており、本構想は、DX（デジタル・トランスフォーメーション）に取り組む
にあたっての背景や意義、取組の理念等を明らかにするものです。なお、その具体的な進め方は「茅野市DX基本計画」にて
明らかにします。

市の取り組み 位置づけ 策定対象年度

第5次茅野市
総合計画

茅野市ICT
活用戦略

茅野・未来都市
構想

茅野市DX基本
構想・計画

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 20302028 20292027

市政の長期的な全体像を示し、各政策
の基本的な方向を明らかにし、茅野市
が行う全ての政策や事業の根拠となる
最上位の計画

第5次茅野市総合計画の基本構想に
掲げる基本的な方針や各分野の政策
や施策と連動した、茅野市におけるICT
全般に係る分野別計画

第2次茅野市地域創生総合戦略の実
現の手法の一つとして、大胆な規制改
革をしながら先進的サービスを展開し、
2030年を目安として「まるごと未来都
市」実現を目指す構想

円滑なDXの取組推進に向けた、市の
DXの考え方/推進体制/具体事業等を
取りまとめる構想・計画

2018-2027

2018-2027

2022-2030

2021-2030

2026-2028 2029-20312023-2025

統
合

連携

茅野市
DX元年

DX基本構想

DX基本計画
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なぜDXが必要なのか

日本全体として人口減少・少子高齢化への対応や生産性向上などが課題となっている中、茅野市においても、同様の課題に
直面しており、限られた人的資源のさらなる活用や行政運営の効率化などの取組が求められています。

 急激な人口減少・少子高齢化の進展

 新型コロナウイルス感染症による新しい日常への対応

 主要先進国（G7）中最下位である労働生産性の向上

 ゼロカーボンを始め、世界的な課題としての地球温暖化への対応

日本全体の現状・課題

 左記の社会課題に加え、以下の問題を抱えている

– 特に若年層の人口流出が激しく、地域の担い手、働き手が不足

– 市域が広く住居、拠点施設が点在していることから行政運営のコ
ストが高い

茅野市の現状・課題

 全ての市民が暮らしやすいまちでありつづけるための行政運営の
効率化や、限られた人的資源や知見を住民サービスの向上や生産
性向上などの新たな価値の創出につなげる取組

 市に関わる人の力や国内外の知見、技術、感性などを広く取り込む
ことで、減少する人の力を補い、さらに高めていくための取組

 市民活動におけるカーボンニュートラルや八ヶ岳西麓の環境保全
の取組の加速

茅野市において必要な取組日本・世界の動向

 諸外国では、財政危機や公務員の人手不足をきっかけに、社会保障
の充実やコスト削減のためデジタル・ガバメントを推進するととも
に、事業拡大や新事業進出といったビジネスモデルの変革を伴うよ
うな「攻め」のデジタル化への投資を拡大

 日本では、デジタル化の司令塔となるデジタル庁の設置や「デジタ
ル田園都市国家構想」の実現に向けた取組を始めるなど、デジタル
社会の形成に向けた取組を加速

デジタル技術やデータを活用した
DXの必要性
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茅野市のDXが目指すもの

茅野市の強みを生かしながらデジタル技術やデータを活用することで、「たくましく やさしい しなやかな 交流拠点
CHINO」の実現を目指します。

 ニーズ（どこで、誰が、何に困っているのか）やシーズ（誰が、
どのように助けられるのか）を見える化できる

 ニーズとシーズを距離や時間に関わらずつなぐことができる
 アナログの仕組みを置き換えることで、効率化できる

 観光客、別荘利用者など、外部との交流を広く取り込む風土
 市民力の高さ

– 約20年に渡る「パートナーシップのまちづくり」で育まれた人と人と
のつながり

 デジタルの利用に寛容な市民性
– 国勢調査のインターネット回答率の高さから2度総務大臣表彰を受賞
– AI乗合オンデマンド「のらざあ」の実証実験において利用者の6割が
スマートフォンで予約

茅野市の強みデジタル技術やデータの利点

茅野市のDXが目指すもの

「パートナーシップのまちづくり」の中で育まれた高い市民力にデジタル技術やデータの利活用を
掛け合わせ、新たな価値（技術革新、生産性向上、新産業、DX人材）の創出につなげることで「たくま

しく やさしい しなやかな 交流拠点CHINO」を実現

デジタル技術やデータの利活用により新たなサービスが
地域に広く浸透することで、これまで年齢や地域性、資源、
知見の不足など様々な理由により解決が難しかったニーズ
に対応し地域全体の様々な課題解決や、新たな価値の創造

につなげることができる
新たな知見や価値観を取り込み、より良いまちの実現に
つなげることができるポテンシャルを有している
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茅野市のDXの基本方針① － “未来型ゆい”の構築

デジタル技術やデータの活用により「住む人」「訪れる人」「関わる人」の力の拡大させることで、「まちの力」の向上を図り、茅
野市のDXが目指す「たくましく やさしい しなやかな 交流拠点CHINO」の実現をします。

社会情勢の変化により、人の力が減少し、
「まちの力」も縮小

観光客数の減少

住民の減少・高齢化
関係性の希薄化

別荘利用者の減少・
高齢化

関わる人
（別荘利用者）

訪れる人
（観光客、

ビジネスパーソン）

まちの力

デジタル技術やデータ
の活用

まちの力の拡大
（“未来型ゆい”の構築）

住民の利便性向上
（移動、防災、医療等地域
課題の改善）

市の魅力向上と接点の創出
による

地域への愛着の醸成

それぞれの市民の協働による

新サービス、
新産業の創出

住民の関係深化、
「パートナーシップの
まちづくり」の効率化

新たな関係者
の獲得

１

３
２

現在の傾向（「まちの力」の縮小） DXによる「まちの力」の向上

「住民の利便性向上」「地域への愛着醸成」「新サービス、新産業の創出」に
デジタル技術やデータを活用し、「住む人」「訪れる人」「関わる人」の力と「まちの力」を拡大

住む人
（地域住民）

「たくましく やさしい しなやかな
交流拠点CHINO」

の実現

住む人
（地域住民）

関わる人
（別荘利用者）

訪れる人
（観光客、

ビジネスパーソン）

新たな来訪者
の獲得
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茅野市のDXの基本方針② － 一人ひとりに合わせたサービスの提供

サービス利用者から提供された「データ（＝情報）」とデジタル技術を活用することで、一人ひとりのニーズに合わせたきめ細
やかなコミュニケーションやサービスを提供します。

現在のサービスの例

Cさん

DXによる「サービス」の向上

デジタル技術やデータ
の活用

7
イベント
情報

 一人ひとりのデータ（興味関心や属性）が分かることで
その人が知りたい情報を最適なタイミングで提供する
ことが可能になる

 一人ひとりのデータ（興味関心や属性）が分からない
 一人ひとりのデータを把握するための手段がない

BさんAさん

市HP
課題

CさんBさんAさん

7
子育て
情報

市HP市HP市HP

データ

7

イベント
情報7

子育て
情報 7

健康
情報

全員に同じ情報の提供 一人ひとりの興味関心や属性に合わせた情報の提供

7

子育てに
興味 7

イベントに
興味 7

健康に
興味

7

子育てに
興味 7

イベントに
興味 7

健康に
興味

データ データ

オプトインオプトイン オプトイン
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たくましく やさしい しなやかな
交流拠点CHINO

の実現

茅野市のDXの基本理念①

茅野市のDXでは以下の3つの基本理念に基づき「たくましく やさしい しなやかな 交流拠点CHINO」（＝茅野市のDX
の目指すもの）を実現するための施策（＝仕組み・サービス）を進めます。

守りたいものを守るために
変えるべきところは変えます

やさしさ

互いを認め合い
市民の多様性を発揮します

しなやかさ
ヒト・モノ・カネが集まり
新たな価値を創造します

たくましさ
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茅野市のDXの基本理念② － 守りたいものを守るために変えるべきところは変えます

人の温かさやふれあい、地域の文化や伝統を守り、人にやさしい施策（福祉、防災、教育等）をこれからも提供し続けるため、
省力化や効率化を図るべき分野には積極的に新たな技術を活用します。

具体的施策のイメージ

デジタル技術やデータによる効率化、既存の繋がりの強化

市役所

○○地区
地域避難所

避難者のデータ共有による
災害対応の効率化

医療施設 など

避難所情報、避難者情報等を
つなぎネットワーク化

訪れる人

課題

 （地域DX）人口減少・少子高齢化や住民の価
値観の変化により、地域の担い手が減少。こ
れまで人と人とのつながりにより守られてき
た地域のコミュニティを維持するため、助け合
いの仕組みの効率化を図る必要がある。

 （行政DX）福祉、防災、教育、交通等のサービ
スをこれからも十分に提供するため、官民の
連携体制の構築と行政運営の効率化を図る
必要がある。

課題解決の方向性

 地域の担い手不足を解消し、地域のコミュニ
ティを維持するため、困りごとを見える化し、
地域内外の支援の手とつなぐことで、新たな
助け合いの仕組みを構築する。

 人の手によらなくても良い部分はデジタル技
術やデータを活用し効率化を図る。

災害発生

住む人と同様に病院
や避難施設等の生活
情報や最適な避難所
の情報を得ることが
でき、旅行先でも安心

住む人

○○地区
避難所

今いる場所からの最
適な避難誘導を受け
ることができるととも
に、避難先では必要な
薬等が届けられ安心し
て生活できる
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茅野市のDXの基本理念③ － 互いを認め合い市民の多様性を発揮します

年齢、性別などの属性に関わらず全ての市民がDXの恩恵を受けられるよう、一人ひとりのニーズに合わせた最適なサービス
を提供するとともに、誰もがそのサービスを利用できるような環境を整備します。

市民それぞれのパーソナリティに合ったサービス・サポートの実現

具体的施策のイメージ

市民（特にデジタルが苦手な方）への支援

市民一人ひとりに合わせたサービス（例）

年齢・家族構成などに合わせた、
市ポータルサイトでの情報発信

PHR（※）、IoT機器を活用した
要介護者の体調見守り

属性・位置情報に基づく
災害時の避難誘導・家族安否確認

・・・

課題

 デジタルを利用したい人も利用したくない人も、
デジタルを使える人も使えない人も、情報格差
によるサービス利用の差を生じさせず、全ての
市民がDXの恩恵を受けられるようにする。

課題解決の方向性

 年齢・属性等に関わらず市民一人ひとりのニー
ズに合わせたサービスを提供する。

 情報機器に不慣れな人でもデジタル技術の活
用を意識せずサービスを利用できるようわか
りやすいサービスを提供する。

 サービスの利用希望者が自分の力でサービス
を利用できるよう、その人に合った相談や勉強
の場を設ける。

 まずは小さくサービスを始め、利用してもらう
ことで効果を実感してもらい、利用者を増やす。

 市民が自ら地域課題を解決する力を育むこと
で、デジタル、アナログ両面から多様なサービ
スを生み出す。

デジタルよろず相談会
サービス説明会の実施

市民による市民のための
デジタル勉強会
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茅野市のDXの基本理念④ － ヒト・モノ・カネが集まり新たな価値を創造します

主体的な地域課題解決と、デジタル社会で活躍できる人材の育成により地域の魅力を向上することで、地域内外から人材、
設備投資、資金を呼び込み、それらの多様性も活かしたより良い地域の形成につなげます。

具体的施策のイメージ

ヒト・モノ・カネが自然と集まる魅力あるまちの実現

最先端の知見の共有
域外専門人材からの
新しい教育の提供

・・・

課題

 停滞している労働生産性を向上させるため、
新たな知見や技術を取り入れ、新たな価値を
生み出す必要がある。

 DXを地域で積極的に推進し、地域の課題を
自主的に解決できる体制を整えるため、デジ
タル社会で積極的に活躍できる人材を育成
する必要がある。

課題解決の方向性

 新たな価値を生み出し、より良い社会への変
革を生み出すため、地域における仕組みや
サービス、組織、ビジネスモデルに新たな知見
や技術を積極的に取り込む。

 デジタル社会で積極的に活躍できる人材を育
成するため、小中学校におけるICT教育や大
学、企業と連携したDX人材教育を実施する。

 国や他の地域と連携し、日本、世界をリードす
るデジタル技術革新を生み出す。
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茅野市のDXの基本施策

施策は、３つの理念を下支えに「暮らしのDX」（＝市民へのサービス提供）、「産業のDX」（＝事業者向けの仕組み）を検討し
ます。

ヒト・モノ・カネが集まり
新たな価値を創造します

変えるべきところは変え
守るべきところは守ります

互いを認め合い
市民の多様性を発揮します

 保健、医療、福祉の高度化
 移動の自由の確保
 輸送・配送の最適化
 こども・親を中心とした
連携体制の構築

 誰一人取り残さない教育
（こども、デジタル弱者）

 地域通貨・地域ポイントに
よる地域活性化

 観光の最適化
 営業・販売の拡大
 働き方の改革
（テレワーク・副業など）

 新産業の創出
 技術の伝承
 他都市との連携促進
 海外との連携促進

 行政手続のオンライン化
 コミュニティの活性化
 防災・減災・災害対策
 公共設備(水道・橋など)
維持・管理の省力化

 自然環境の保全
(エネルギー含む)

 農業の省力化
 林業の省力化
 DX人材の育成

暮らしのDX
市民目線で本当に暮らしやすさを実感できる

サービスを実現し、市の魅力を向上

産業のDX
人と人、地域と地域をつなぎ、
新たな産業や経済的価値を創出
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基本施策の取組のステップ

茅野市のDXが目指すもの（＝、「たくましく やさしい しなやかな 交流拠点CHINO」）の実現にあたっては、「住む人」の
利便性向上を軸に、「訪れる人」や「関わる人」の力を活用できる仕組みづくりを行います。

地域にいる人、地域に関わる人で
協力し合う体制をつくる

他の地域から協力を得る
体制をつくる

不足する部分を
デジタル技術・サービスで置き換える

• 各現場へのロボット、デジタル技術、
サービスを導入し、効率化する

• 地域内の困りごとを発信し、地域内外の
ニーズ、シーズをつなぐ

様々な知見、技術を取り入れ
新たな価値を創出する

• ニーズ（どこで、誰が、何に困っているの
か）やシーズ（誰が、どのように助けられる
のか）を見える化

• 見える化したニーズとシーズを地域内で
つなぐ

• 取組を継続し、拡大することで
新たなニーズ、シーズとつなぐ

地域への愛着や
つながりの醸成
（＝「訪れる人」に対する取組）

住民の利便性向上
（＝「住む人」に対する取組）

１

３

２

新サービス、
新産業の創出
（＝「関わる人」に対する取組）

取組の対象者 デジタル技術・データの活用方法取組のステップ
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茅野市のDXを支える仕組み① － 全体像

茅野市のDXが目指す「たくましく やさしい しなやかな 交流拠点CHINO」の実現および理念・基本方針・基本施策に則
り着実に取組を進めるために、以下の「ルール」「市民理解の醸成」 「デジタル基盤」の整備および「人材の育成」に取り組み
ます。

デジタル技術やデータを活用
して課題を解決する技能をも
ち、地域におけるDXの効果
を最大限発揮するための人
材を育成します。

必要な時に必要なデータの
相互連携・共有を可能とする
オープンなデータ連携基盤
（＝都市OS）を整備します。

市民の納得を得られるよう説
明を行うとともに、サービス
の利用を希望する人には手
厚く支援することで市民理解
を醸成します。

DXの取組に市民が安心して
参加できるよう、DXの基本
理念を体現するルールを策
定します。

基本理念・基本方針・基本施策に基づく、様々なサービスの展開・活用

茅野市のDXが目指すもの

「たくましく やさしい しなやかな 交流拠点CHINO」
の実現

人材育成 デジタル基盤市民理解の醸成ルール
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茅野市のDXを支える仕組み② － ルール

DXの取組に市民が安心して参加できるよう、DXの基本理念を体現するルールを策定します。

茅野市のDXを実現する10のルール*

１. サービス、技術導入の際は、システム間、地域間において様々なデータに接続することが可能となる相互運用性
を担保し、市民、地域、企業の共存を図ります。

2. データの利活用にあたっては、個人の生命・財産・尊厳、社会の安心・安全を守るため、プライバシーの保護に
十分配慮するとともに、不断のセキュリティ対策を行います。

3. デジタル・シティズンシップ教育等を通じ、デジタル技術活用の能力に関わらずデジタル・コミュニティにおける
個人の尊厳を守るよう努めます。

4. デジタル技術の導入がもたらす効果を客観的な根拠に基づいて検証し、改善を続けます。

5. 運用面・財政面の両方から持続可能でより効果的・効率的な事業であることを確認しながら実装するように努め
ます。

6. 市民として市民が望む社会を実現するためのサービスとなるよう努めます。

7. 取組への参加は市民の意思（オプトイン）によるものとし、取組に参加しない自由も尊重します

8. 付加価値を創出するイノベーションの促進により地域の経済や文化の成長につなげます

9. 市民が便利さを実感できるデジタル化と、使う側・提供する側双方への教育を通じて「わかりやすい」「楽しい」
デジタル化を目指します

10. デジタル技術の利用やデータの流通において世界をリードするよう、デジタル人材の育成・確保や、デジタル
関連技術の研究開発の促進を行います。

内容調整中
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茅野市のDXを支える仕組み③ － 市民理解の醸成

市民の納得を得られるよう説明を行うとともに、サービスの利用を希望する人には手厚く支援することで市民理解を醸成
します。

内容調整中
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茅野市のDXを支える仕組み④ － DX人材の育成

デジタル技術やデータを活用して課題を解決する技能をもち、茅野市におけるDXの効果を最大限発揮するための人材を
育成します。

地域DXでのサービス

仕
組
み
・サ
ー
ビ
ス
を
活
用

DXに関わる組織・人材

利用状況の
分析

仕
組
み
・サ
ー
ビ
ス

を
提
供

「サービスを活用する人材」（＝DX人材）の能力・育成

サービス
の利用

構築・運営

・・・

サービスを活用する人材
（自治体・市民団体・事業者など）

市民

提供

サービスの活用

フィードバック・改善

仕組み・サービスの活用に必要な能力

ICT機器の基本的な操作・
情報活用モラル

データ収集・分析
データを元にした、
改善施策の考案

・・・

能力を身につけるための育成（案）

講義・研修
アイデアソン/
ハッカソン

・・・

大学等による講義(学生
向け/社会人向け)、オン
ライン研修 など

人材交流

自治体職員の大学への
出向、学生の自治体への
インターンシップ等によ
る経験値向上 など

オープンデータ等を活
用したアイデア創出・も

のづくり

市、および、地域団体
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茅野市のDXを支える仕組み⑤ － デジタル基盤

必要な時に必要なデータの相互連携・共有を可能とするオープンなデータ連携基盤（＝都市OS）を整備します。

柔軟なサービス間連携

市民向けの様々なサービスがデータ連携基盤を通じて
連携・運用。サービス間のデータが連携され、適切なレコ
メンドを実現するなど、市民の利便性を向上

ワンストップID認証

マイナンバーやソーシャルIDを活用した認証機能を整備。
市民・管理者ともに権限管理をしたアクセス制御

オプトイン管理

個人情報提供の可否を管理し、市民はポータルサイトか
らいつでも設定を変更可能

多様なデータの連携

市の保有データ(行政データ)や街から収集されるデー
タなどを適宜連携

１

２

３

4

データ連携基盤の構成概要（イメージ） データ連携基盤の主な機能

データ連携機能

データ連携
データ仲介・データ管理行政

情報DB 属性情報

共通機能・共通サービス
パーソナライズ機能 多チャンネル情報配信機能

ID認証・ID連携機能AI機能

ID情報
シナリオ設

定

語彙DB
データ連携機能

データ連携

データ仲介・データ管理

共通機能

パーソナライズ機能 多チャンネル情報配信機能

ID認証・ID連携機能AI機能

API

オプトイン管理機能

行政
情報DB 属性情報

ID情報

API

市民

共通ID

保健・医療・福祉 子育て・教育 移動・交通

市民向けサービス

観光・新産業創出 ・・・

データ連携基盤（都市OS）

１

２

３

コンテンツマネジメント

ID管理
…

IoTセンサー

オープンデータ 人流・交通データ

行政保有情報

データ・サービス

・・・

4
A市都市OS

B市都市OS

他の都市

・・・

自治体等向け管理機能
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茅野市のDXを進めるための体制図

DXの取組を「市民目線」で考え、推進するため、地域の様々な関係者が一体となった組織を構築します。

(仮称)茅野市地域DX推進協議会

事務局

全体戦略・サービス協議、整備計画、データプラットフォーム等の検討を中心に推進

【想定必要メンバー】
• アーキテクト・・・スマートシティ推進機関の首長的存在（全体設計・折衝・デジタル教育をリード）
• CIO補佐官・・・課題分析から要件定義、システム設計によりアーキテクトをサポート
• 協議会会員代表者・・・地域の各分野における代表者としてDXを「市民目線」で検討、推進
• 各ワーキンググループリード・・・全体戦略と足並みを揃えた個別分野の取組推進(民間事業者等)
• 市担当者・・・アーキテクトと連携し、スマートシティ推進にコミット(企画・政策部門等)

データガバナンスマーケティング・広報 ワーキンググループ幹事会

保
健
・医
療
・

福
祉

子
育
て
・教
育

自
然
環
境
保
全
・

農
業
・林
業

移
動
・交
通

観
光
・

新
産
業
創
出

・・・

 地域DX全体統括・戦略策定
 組織運営・管理
 ルール策定・管理

～産×学×官×医の連携～

産
• 観光・新産業創出分野

 茅野商工会議所、(一社)ちの観光ま
ちづくり推進機構、地域製造業 等

学・研究機関
• 諏訪東京理科大学 等

官
• 長野県
• 茅野市 等

医
• 保健・医療・福祉分野

 諏訪郡医師会、諏訪中央病院、社会
福祉協議会 等

企画・運営委員会 協議会会員（候補）

有識者・アドバイザー

外部評価委員会

住民・観光客や事業者に加え、
国や他地域への広報を行うと
ともに、情報連携のための窓
口機能

地域DXに必要なデータ連携基
盤（＝都市OS）を含むデジタル
システムを開発運営、API連携、
アセット管理や全体セキュリ
ティ担保を担う

 マーケティング・周知・広報  都市OS運営・管理
 アセット及びデータ管理・運用
 セキュリティ

 ビジネス開発・運営

国・経済界

…各グループの役割

凡例
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茅野市のDXサービスのイメージ

内容調整中
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DX基本計画策定の方向性

内容調整中


